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講師紹介（尾木直樹氏） 

尾木ママこと教育

評論家法政大学特

任教授尾木直樹さ

んのご紹介をさせ

て頂きます。 

尾木ママは滋賀県

のご出身です。 

早稲田大学をご卒

業後、私立海城高

校、東京都公立中

学校教師として２

２年間子供を主役

とした創造的な教

育を展開、その後、大学教員に転身して２２年、

合計４４年間教壇に立って来られました。 

それらの成果は２００冊を超える著書（監修含む）

ＤＶＤ・ビデオソフト、映画類にまとめられてい

ます。 

２００４年に法政大学キャリアデザイン学部教

授にご就任。２０１２年４月法政大学教職課程セ

ンター長・教授。 

定年退官後、現在は法政大学特任教授。主宰する

臨床教育研究所「虹」では、所長として現場に密

着した調査・研究に取り組まれています。 

フジテレビ「ホンマでっか！？ＴＶ」Ｅテレ「ウ

ワサの保護者会」フジテレビ「直撃ＬＩＶＥグッ

ディ！」等の多数の情報・バラエティ・教養番組

やＣＭにも出演されており、「尾木ママ」の愛称

で幼児からお年寄りにまで親しまれ、全国各地へ

の講演活動にも精力的に取り組んでいらっしゃ

います。 

（講師の希望により尾木ママと呼称させて頂き

ました） 

本日の行事：「社会奉仕事業」 

尾木直樹氏講演会 

◆本日の出席：６５名中４３名（内記帳７名）    

◆先々週の出席率：６５名中５７名 87.69％ 

          （前年同期 87.88％） 

 

◆先週のメークアップ（敬称略） 

 １１月１日三条ＲＣ 笹原壯玄、山崎 勲 

    ５日五十嵐川クリーン作戦１５名 

    ６日三条南ＲＣ 山崎 勲 

 

◆７日記帳受付：（敬称略） 

 三条ＲＣ 菊池 渉、斎藤弘文、小越憲泰 

      梶 英和、石橋育於、丸山行彦 

      五十嵐晋三、加藤紋次郎 

      渡辺勝利、阿部吉弘、牧 利幸 

      中村和彦、矢吹信太郎 

山田富義、小林敏信 

 三条南ＲＣ 野島廣一郎、坪井正康 

      谷 晴夫、永井篤利、太田義人 

　　  2017-2018年度 
　　国際ロータリー会長：イアンH.S.ライズリー「ロータリー：変化をもたらす」

　　第２５６０地区ガバナー：新保 清久「クラブと地区の変革をめざそう」

　　　　　　　　　－ＭakingＡＤifference in Ｃlub and Ｏur Ｄistrict－

三条北ロータリークラブテーマ
　　 　　　「ロータリーの魅力を再確認し、ともに変化をもたらそう」

　例会日：火曜日12：30～13：30

　例会場：三条ロイヤルホテル　℡34-8111

ＳＡＡ ：松山　浩仁 　事務局：三条市本町3-5-25三条ロイヤルホテル内

　ＴＥＬ：0256-35-7160　　FAX：0256-35-7488
ＨＰ：http://www.sanjo-nrc.org ＡＤ：north@sanjo-nrc.org

例会日　２０１７．１１ ．８     　　　　　　累計№１４７６ 　　当年№１７

会　長：渋谷　義徳　　　　　　　　
幹　事：石黒　隆夫　　　　　　　　　
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「子どもたちを守るために大人に伝えたいこと～子育てと教育は愛とロマン～」 

講師自身の教育に対する考えについて最近の実験の結果を示

したり、「府立高校生徒毛髪黒染め」の問題など、独特の話し

方で分かり易く話されました。 

・しつけとしておしりペンペンは効果があるかという実験で

は２万９千人の三歳半の子ども達が２年後に６つの項目につ

いて比較したところ、ペンペンされていない子の方が各項目

で上手くできる（東京医科大学・ハーバード大学共同研究） 

 私は「ジックリ教えればいいという尾木ママみたいな教育

研究家がいるから今の子はダメだと」言われて来ましたがこ

の研究結果で証明されました。 

先ず何回も話して聞かせる。しつけは痛みをで形だけ覚えさ

せるのでは無く説明してなぜいけないかを理解させる。尾木

氏自身も父にたたかれたことも怒鳴られたことも無い「父は

子供の頃にたたかれてもなんでたたかれたのか分からず不満

だった。私はそそっかしくて々失敗を繰り返しましたが父は

“もう一度いうよ”と教えてくれました」だから話して教えるは体験的に間違いないと思う。 

「小さい子に言っても伝わる訳がない」という人もいますがこれも大嘘だと分かりました。アメリ

カでの零歳時の子の実験でも人間は本能的に分かる事が証明されています。 

・人間の脳は３歳半頃と１２歳頃～大きな変化がある。３歳半頃～脳の吸収するスピードは早くな

るが１２歳頃（思春期）からはそのスピードが１００倍になる 

・毛髪黒染めについては、茶髪がいいとは思っていないが生まれつきの物を染めさせる、修学旅行

等の学校行事も参加させない、旅行積立金も返さない、名簿から削除され、机もない。公立の高校

がやっている事です。これは国際問題にもなり、世界中の笑いものになっている。

下着は白かベージュに限るなどと誰が検査するのか。日本の校則は変です。 

・何故「尾木ママ」と言われているか。初めてテレビのバラエティ番組に出た時、

さんまさんの番組で、「ママ」と呼ばれてそれから「尾木ママ」と呼ばれるようにな

ったが、オネエとも違う新種です。それからブローチを付け初めました。今日も付

けています。 

「気遣いの尾木と言われるくらい、気遣いしまくるので背が伸びない。」と笑いを誘

ったり、古希を迎えられたとは思えない身の軽さでマイクを持って聴衆の中に移動

して質問したり小学生と話したり、あっという間に講演が終わってしまいました。 

 

会長お礼の言葉 渋谷義徳会長 

三条北ロータリークラブ会長の渋谷義徳でございます。本日の講演会が終わる

に当り一言お礼の挨拶をさせていただきます。 

私は本日の講演会開催に三つの感謝を申し上げます。一つ目は講師を務めてい

ただいた尾木直樹先生に対してです。ご存知の通り番組出演、講演会などで大

変お忙しいところ、遠路三条市にてご講演いただきありがとうございました。

「子育てと教育は愛とロマン」の信条のもと、豊富な知識と体験を披露いただ

き来場者に多くの気付きと確信を与えていただき誠にありがとうございました。

本日ご来場の皆さまも少なからず思い当たるところがあったでしょうし、これからの青少年育成に

向けて多くのヒントを得られたのではないでしょうか。先ずもって尾木先生に感謝申し上げます。 

二つ目はご来場いただいた皆さまにでございます。本日の講演会を企画するに当り、動員目標人員

８００人と決めましたものの、はたして８００人の人に来場してもらえるのか、どのようにしたら

８００人を集められるのか討議を重ねまして、入場整理券を準備して配布を始めたところ、早々に

配布が完了し、主催側として安堵するかたわら、８００人以上の人が来られたら、どう対応すれば

よいのか悩ませることになりました。おかげさまで動員目標を達成でき、そのうえ立見席まで一杯
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になり感謝申し上げます。三つ目は天候にでございます。三条地区の天気予報によれば、降水確率

が５０％で段々に雨足が強まり、ところにより落雷の恐れがあるとのことでしたが、今のところ大

雨の心配はなさそうです。そのおかげで来場人数を減らすことなく動員目標数を達成できました。

天候次第で来場者数が大幅に減ることを一番恐れていたからです。私は運が良かったと感謝してい

ます。いずれにいたしましても、皆さまがたのご理解と支援のおかげをもちまして、本日の講演会

が大盛況であったことに深く感謝申し上げます。 

三条北ロータリークラブは設立以来今年で３２年になります。この間、数多くの社会奉仕事業を行

って参りました。ロータリークラブの会長、役員は単年度制で任期は１年です。毎年７月１日にな

ると会長が変わり、その年度の会長方針により社会奉仕事業の中味が変わります。来年も次年度会

長のもとで、社会奉仕事業を実施する事になりますので、ご来場の皆さまのご支援と協力をお願い

しお礼の挨拶をおわらせていただきます。 

本日は誠にありがとうございました。 
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来場者１,０２０名（整理券回収） アンケート配布９００枚 → 回収６９０枚 

＊アンケートは集計でき次第、結果を報告します。 

 

 

 

 

五十嵐川クリーン作戦 11月 5日(日)7：00～（担当区域）五十嵐川復興記念公園付近河川 

参加会員（敬称略）石川一昭、石川友意、大野新吉、小林繁男、佐藤弘志 、渋谷義徳、下村啓治 

中條耕二、西村 護、羽賀一真、吉田文彦、米山忠俊、本田芳久、斎藤良行、渡辺 徹 

小さいご家族も参加してくれました。 

 

 

  

 

 

 

 


